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HTML5と関連技術の現状

矢倉 眞隆　株式会社ミツエーリンクス R&D本部

ウェブ開発の中核技術としてベンダー間の取り組みも加速
HTML5仕様の勧告は2014年を目標に進む

HTML5の策定がWHATWG（Web Hypertext Ap-
plication Technology Working Group）から開始され
てから7年、W3C（World Wide Web Consortium）が策
定に参加してから4年が経過した。ブラウザーの実装も
進み、スマートフォン向けのウェブサイトやウェブアプリ
ケーションを中心に広く使われるようになっている。
ウェブ開発技術の中核技術として、HTML5は幅広い
支持を得るようになった。
HTML5では、ビデオ・オーディオの再生、画像の描

画や画像処理をプラグインに依存せずに利用可能とな
るほか、データベース、オフライン対応など、高機能な
ウェブアプリケーションの開発に必要もしくは便利な技
術も導入されている。ウェブサイトのレイアウトや装飾
に使われるCSSのアニメーション対応もHTML5として
紹介されることもある。
ウェブ開発においては、ブラウザーによって挙動が異

なるという互換性の問題が、ウェブ開発者はおろか、ブ
ラウザー開発者をも悩ませていた。
HTML5では、ブラウザーの内部処理も詳細に規定す

ることによりブラウザー間の互換性を高め、開発を容易
にするという目的も持つ。
もっとも、HTML5対応を謳うベンダーは、それぞれ
異なる範囲での機能強化を自社製品に対して行って
いる。
今回はブラウザーベンダーでもあるアップル、グーグ

ル、マイクロソフト、そして対抗技術として捉えられる
Flash、およびウェブ開発ツールを提供するアドビの
HTML5対応について紹介する。

アップル——ブラウザーはもちろん
iOS や iBooks での応用も
アップルのHTML5に対する取り組みは、同社の製品
であるMac、iPhone、iPadに搭載されるブラウザー「Sa-
fari」に多くを見て取れる。Safariに搭載される描画エ
ンジンWebKitは、HTML5をはじめとしたウェブ標準
仕様の実装を積極的に行っている。
WebKitはオープンソースで開発されており、Google 
ChromeやAndroidをはじめ多くのプラットフォームで
採用されており、広がりを見せている。iPhone、An-
droidスマートフォンの急速な普及により、モバイルにお
けるウェブ開発プラットフォームはWebKit主導で進ん
でいく可能性が高い。
WebKitの利用はブラウザーだけにとどまらない。

アップルの電子書籍ストア「iBookstore」で使われる
EPUBフォーマットは、HTMLやCSSなどウェブ技術を
利用する。iBookstoreのアプリケーションであるiBooks
はEPUB表示のため、iOSに組み込まれたWebKitを利
用している。WebKitのHTML5対応やCSS3対応が進
めば、iBooks内の表現もより豊かなものになる。
最近ではiBooksでの日本語組版強化のためか、アッ

プルのエンジニアがCSS3の縦書きシステムをWebKit
に実装している。
さらに、iOS向け広告システムiAdにおいても
HTML5の積極的な採用が行われている。HTML5や
CSS3によって動的な表現が可能になることと、Flash
がサポートされないことがその理由だ。広告の作成には
iAd Producerと呼ばれるツールを開発・提供している。
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グーグル——ウェブでできることを広げる
HTML5への取り組みは、グーグルが提供するブラウ

ザー「Google Chrome」および、そのOSであるChrome 
OSからまず見てとれる。ChromeもSafariと同じく
WebKitを採用しており、その開発にも積極的だ。アプ
リケーション開発技術への貢献が目立つが、その中でも
ファイル入出力など、ハードウェア／システムが関わる
機能のサポートなどが特徴的だ。
GmailやGoogle Mapsなどを開発・提供する立場と

しても、HTML5の機能は魅力的なものだろう。また、
HTML5のもうひとつの目的であるブラウザー間の互換
性向上も、開発において有益であることは間違いない。
スマートフォン版のサービスについては各端末が搭載す
るブラウザーの技術水準が高いこともあり、積極的に
HTML5、CSS3を活用している。
HTML5が注目され始めたきっかけに、2009年に

グーグルが開催した開発者向けカンファレンスGoogle 
I/Oがあるが、そこでのHTML5の扱い方もこの2、3年
で変化している。2009年はHTML5の概要をデモと共
に紹介し、ネイティブアプリケーションとの差が縮まる
と紹介した程度であったが、2010年ではサードパー
ティのベンダーを招き、HTML5を利用した実際のアプ
リケーションを紹介している。開発においては、
HTML5を利用する前提がすでにあるようだ。
HTML5への取り組みは、それらを使ったアプリケー

ションをどう活用・展開するかに移行しているようだ。
同社は2010年にChrome Web Storeを立ち上げ、ウェ
ブアプリケーションの展開への取り組みをアピールし
た。2011年のI/Oではアプリケーション内での課金シス
テムを導入しマネタイズの手段を拡張している。さらに
はChrome OS登載機器を教育機関やエンタープライズ
に展開することも発表し、ウェブを生活に深く組み込も
うとする意図がみてとれる。
「HTML5関連技術への策定に関わり、ウェブ技術の
応用範囲を拡張する」、「ブラウザーやOS、自社のサービ
スから提供することによりそれを紹介する」、「ウェブア
プリケーションビジネスへの足がかりを提供し、エン
タープライズや教育にも参入する」。グーグルはウェブで
できることを広げるために、HTML5を幅広く利用して
いると言えるだろう。

マイクロソフト——
Internet Explorer の開発とクラウド
世界でもっとも多くのブラウザーシェアを持つマイク

ロソフトもHTML5対応に取り組み始めた。2011年3月
にリリースされたInternet Explorer 9（IE9）では、ビデ
オやCanvas、CSS3などHTML5関連技術への対応が
行われている。モバイルプラットフォームにおいても、
2011年中にリリース予定の新しいWindows Phone OS
にIE9が搭載される予定だ。
IE9はHTML5関連技術の基本はサポートしている

が、WebSocket（ネットワーク用の通信規格）やIndexed 
Database（ブラウザーが持つデータベース）、CSS Ani-
mations（アニメーション機能）などウェブ開発者から期
待されている機能については、仕様が確定していない
といった理由からサポートされておらず、批判もある。
10年前に発表されたInternet Explorer 6に代表され
るように、製品のサポートが長期にわたることが多いな
か、不確定な仕様の実装が非互換を生むことを危惧し
ているものと考えられる。
しかしながら、WebSocketやIndexed DBなどにつ
いては仕様策定に積極的に関わり、プロトタイプ実装を
紹介するウェブサイトも開設している。さらには、2011
年4月に開催されたウェブ開発者向けカンファレンス
「MIX11」では、Internet Explorer 10の開発版を発表
し、CSS3の機能を中心に策定中の技術も実装予定であ
ることが明らかになった。開発版に試験実装された
CSS Grid Alignmentというレイアウト仕様をW3Cに
提案している。新しい技術の採用に関しては、仕様の策
定から深く関わることで安定化を図り、製品への展開を
早める狙いがあると考えられる。
HTML5はまた、同社のクラウド戦略の1つとしても
捉えられている。CEOのスティーブ・バルマーは2010
年10月に行われた自社の開発者向けイベント「PDC10」
（Professional Developer Conference 2010）にて、
HTML5を「スマートデバイス（PCや携帯電話に限らな
い多くのデバイス）とクラウドを結びつける“のり 
（glue）”」と扱っている。
クラウド上のアプリケーションとその実行環境である
ブラウザーへの依存を減らすことで、イノベーションを
促しやすいという考えのようだ。
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Adobe Flashとの比較
HTML5で実現可能となったビデオや画像処理など

は、Adobe Flash Playerなどプラグイン技術を介して
実現されていたものが多い。このことから、HTML5は
Flashと技術的な比較がなされることがある。
Flashプラットフォームは実行環境がFlash Playerと

いうプラグインであり、ブラウザーやそのバージョンに依
存しない。HTML5実装にはブラウザー間で差異が避け
られないが、1つ作ればすべてに展開できる点でFlash
の優位性が主張される。また、HTML5はビデオのコー
デックやSQLデータベース仕様など、ベンダー間で合意
が取れずに進行が止まったものも存在するが、提供す
る機能についてアドビの意向が色濃く反映されるFlash
プラットフォームが優位と考えられる。
しかし、Flash Playerを搭載しないiPhone、iPadな

ど、アップルのiOS搭載端末が普及したことにより、
FlashコンテンツからHTML、CSS、JavaScriptなど
ウェブ技術への置き換えを進めるウェブサイトも増加し
ている。スマートフォン向けウェブサイトについても
Flashコンテンツを利用しないものがほとんどであり、
置き換えまではいかないが、今後、Flashコンテンツの
非採用が進む可能性もある。
しかしながら、新しい技術の採用や展開を考えると、
策定や実装、展開に時間のかかるウェブ技術よりは
Flashプラットフォームのほうが足取りは軽いだろう。
これまでのHTMLとFlashの関係を考えてみても、
HTMLでは足りなかったアニメーションやビデオなどの
機能や、互換性の確保をFlashがうまく補完し、ウェブ
は発展している。HTML5によって技術水準が追いつ
き、これらについてはFlashコンテンツへの依存は減る
かもしれないが、HTML5をもってしても実現できない
新しい技術や、引き続き対応を迫られる互換性への取
り組みにはFlashが使われるだろう。対立ではなく競争
と補完を繰り返すサイクルが、HTML5とFlashの見方
として適切ではないだろうか。

アドビ——ウェブ開発ツールや標準化への	
取り組みからFlashとの共生を見る

Flashを提供する一方で、Dreamweaverなどウェブ
開発ソフトウェアベンダーとしてのアドビも忘れてはな

らない。2011年4月に発表された最新バージョン
「Dreamweaver CS 5.5」では、それまで拡張パック経由
で実験的に行われていたHTML5とCSS3のオーサリン
グサポートを本格化した。また、モバイル向けのUIフ
レームワーク「jQuery mobile」、モバイルアプリケーショ
ン開発フレームワーク「PhoneGap」のサポートが追加さ
れている。モバイル端末が多様化することや、モバイル
アプリケーションの開発にもHTML5、CSS3が利用され
ることへの対応だろう。
ウェブプラットフォームの機能拡充においてもアドビ
の取り組みが始まった。タブレットデバイス向けの電子
出版が盛んではあるが、ウェブ技術を利用したコンテン
ツは雑誌や新聞に見られるような複雑なレイアウトを実
現できない。このためアドビは高機能なレイアウトを実
現するためのCSS仕様をW3Cに提案している。DTP
ソフトウェアの「InDesign」を抱え、出版に関わるアドビ
ならではといえるだろう。

HTML5 仕様の現状
2011年5月25日に、HTML5仕様と関連仕様がラス

トコールとしてW3CのHTML WGから公開された。ラ
ストコールとは、HTML WG内で仕様が一区切りつい
たことを示すもので、今後は他のW3C WGやウェブコ
ミュニティーから寄せられる評価をもとに規格として固
めていくことになる。計画では、8月初旬までのラスト
コール期間中に寄せられたコメントや生じた課題を
2012年1月末までに解決するとしている。
もっとも、アクセシビリティーに関する課題が完全に
解決していないこと、仕様の大きさゆえに十分な評価
が行われていない機能もあり、一度のラストコールでは
片付かないだろう。W3CではHTML5仕様の勧告を
2014年までにと発表しているが、機能の多さと、各機
能に対して2つ以上の実装を必要とするという策定プ
ロセス上の要件から、計画通りに勧告されるかは疑わ
しい。
とはいえ、現時点でもすでにブラウザーでの実装が進
み、さらに使われ始めてもいるなか、勧告に至らないこ
とがHTML5の普及を妨げるとは考えにくい。デファク
ト標準としての性質を色濃く持つ仕様として、HTML5
は勧告に進んでいくのではないだろうか。
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